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１．概要 

 

ＦＮ８６９は、ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳアドバンスオンボードフラッシュマイコンプログ

ラム用のコントロールモジュールです。 

ＦＮ８６９は、ＮＥＣエレクトロニクス社製ＣＰＵ：μＰＤ７８Ｆ９２１０マイクロコンピュータ内

蔵のフラッシュメモリへの書き込み制御情報を内蔵したＰＣカードで構成されます。 

 

コントロールモジュール（ＰＣカード）の書き込み制御情報エリア以外は、ＤＯＳファイル領域 

として、お客様がホストコンピュータ上で作成したオブジェクトファイルの一時的保管領域等として 

ご利用頂けます。 

コントロールモジュールは、／Ｐ６４，／Ｄ６４，／Ｄ５１２のオプション指定となります。 

コントロールモジュールオプションは、対応できるコンパクトフラッシュカードのサイズにより決ま

っており、それぞれ、／Ｐ６４は、６４Ｍバイトまで、／Ｄ６４は、６４Ｍバイトまで、／Ｄ５１２

は、５１２Ｍバイトまでとなっております。 

Ｄタイプは、コントロールモジュールフォルダ切り換えが可能です。 

 

本製品では、ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ本体－ターゲットシステム間の通信インターフェー

スとして、専用アダプタ（ＡＺ４６２）が必ず必要になります。 

専用アダプタ（ＡＺ４６２）については、弊社または代理店へお問い合わせ下さい。 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

 コントロールモジュールでは、当該代表マイコンと同一のアルゴリズム・プロトコルをもつ、 

他のマイコンの書き込みが可能です。 

 書き込み方式が同一の当該代表マイコン以外のマイコン用としてご利用される場合は、別売のリモ

ートコントローラ（ＡＺ４９０）によって、コントロールモジュール内の一部のパラメータを書き換

える必要があります。 

 パラメータの書き換えについては、第１０章をご参照ください。 

 お客様がお使いになられるマイコンが、本製品の代表マイコンとその書き込みプロトコル・アルゴ

リズム等が同一であるか、もう一度ご確認ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザーシ

ステムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

 特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 

 

型名 ＦＮ８６９ 

代表マイコン μＰＤ７８Ｆ９２１０ 

フラッシュメモリ容量 １ｋｂｙｔｅ 

フラッシュメモリアドレス ＃００００００００～＃００００００３ＦＦ 

書き込み制御時のＶｐｐ 使用しない  

デフォルト値 － 

Ｖｐｐ印加時のターゲット 

電圧最低値 
－ 

オブジェクトファイル 

フォーマット 

インテルＨＥＸ 

モトローラＳ 

バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 

ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス 

１１５２００ｂｐｓ ／ ９２１６０ｂｐｓ ＊１ 

□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

ターゲット―ライタ間の 

転送データフォーマット 
バイナリ 

マイコンイレーズ状態 ＃ＦＦ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
８．０ＭＨｚ or ６．４ＭＨｚ ＊２ 

  ＊１ 動作周波数依存 

８．０ＭＨｚ時：１１５２００ｂｐｓ 

 ６．４ＭＨｚ時：９２１６０ｂｐｓ 

  ＊２ アダプタより供給 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 ＡＺ４９０（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行いま

す。リモートコントローラのご利用方法については、ＡＺ４９０：リモートコントローラのインスト

ラクションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行いま

す。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ３ 】 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに１０％程低い値を設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 

この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

インストラクションマニュアル【 ５－４－５ ＴＶｃｃスレッショルド設定 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】 

フラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＦｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４－８ フラッシュメモリ領域 

表示 】をご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

   また、ブロックサイズを 1にするとアクセス禁止領域となります。アク 

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、デバイスファン 

クションが実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ【 ＦＵＮＣ ＤＦ 】 

 ターゲットマイコンの動作クロックを設定します。 

この設定によりアダプタより供給されるクロックが決定されます。 

ターゲット上のクロックを設定してください。 

設定値が７．３ＭＨｚ～９．０ＭＨｚの場合６．４ＭＨｚが供給されます。 

その他のクロックの場合８．０ＭＨｚが供給されます。 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】 

マイコン固有のオペレーションモードを設定します。 

オペレーションモードにより Eraseまたは E.P.R実行時に行うセキュリティの設定可能範囲が異な

ります。 

0000:std ブロック消去禁止のみ設定可能。書込み、チップ消去が禁止されていた場合ワー 

ニングを表示して処理を中止します。 

0001:opt すべてのセキュリティが設定可能です。 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】 

ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを

出力する機能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

定周期パルスは、３－１信号一覧表のＷＤＴ（１５ピン端子）信号から出力されます。 

ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのイン

ストラクションマニュアル【 ５．４．７ ウォッチドックタイマ設定（Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｄ５） 】

をご参照ください。 

 

⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＮ８６９では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

・ 通信路選択【 ＦＵＮＣ Ｄ１ 】 

ＵＡＲＴ（非同期通信）を選択してください。 

ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳでの通信路設定は、ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳのイ

ンストラクションマニュアル【 ５．４．２ 通信路設定（Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｄ１） 】をご参照

ください。 

 

・ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｎｏ．【 ＦＵＮＣ Ｄ７ 】 

“０”を選択してください。 

ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳでの通信チャネル設定は、ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳ

Ｓのインストラクションマニュアル【 ５．４．９ 通信チャネル設定（Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｄ７） 】

をご参照ください。 

 

・ ＵＡＲＴ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ２ 】 

使用しません。Ｂａｕｄ Ｒａｔｅは供給クロックにより決定されます。 
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・ ＣＳＩ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ９ 】 

使用しません。 

 

⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ８ 】 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を７桁まで入力できます。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキー 

です。①～⑨の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

デバイスファンクションアドレス【 ＦＵＮＣ ０ 】は、その設定アドレス値により、図２－２－ 

２－１のようにフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの場合） 

する領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

図２－２－２－２は、Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】、Ｂｕｆｆｅｒ  

Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】の関係を示して

います。 

 

 

③ ＯＫ 

ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキーです。 

①～②の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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                          ターゲット MCU メモリ空間 First Addr

               ブロック境界 →

                                                    Last Addr
                                                           
                     
                        

                                                        
                                                         

FUNC  D 6
内蔵エリア表示

FUNC  0
アドレスセット

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域)

FUNC  0 アドレスセットとアドレスアライメント

実際の対象領域：     ＋
   ブロック境界に自動アライ

   メントされる

フラッシュメモリ：

 小さなフラッシュメモリブロック

 の集まりから構成されている。

 特に消去が 1 ブロック単位でしか

 行えない。

   (1 バイト単位で消去できない)

ブロック構成、内蔵エリア設定

は、AZ290 を使用して行う。

　
　

　
12

図２－２－２－１
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                        ターゲット MCU メモリ空間  First Addr    ←ロード時(ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ)のｱﾄﾞﾚｽ範囲

                                                                               →セーブ時の

                                                                                  ｱﾄﾞﾚｽ範囲

                                                    Last Addr

                                                          注意                     Binary File

                        

                                                        
                                                         

0001020

3040506

070809

…

 フラッシュメモリ領域
FUNC  D 6
内蔵エリア表示

FUNC  F 5
転送アドレス設定

First Addr と

Rom First は必ず同一

設定する

FUNC  0
アドレスセット

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域)
通常は

FUNC  0
FUNC  D 6    同一設定

FUNC  F 5
FUNC 0 D5,D6 の設定が一

致していないとき、AF200
のパワーON 時アラーム警

告が出ます。

アドレス設定ファンクション

DOS File：バイナリファイルの

転送エリア(バイナリファイルに

はアドレスが入っていないため)

　
　

　
　

13

図２－２－２－２
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

 この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでください、 

 設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

【FUNC 0】による 

フラッシュメモリ 

一部領域 

× × × × × － 

【FUNC D6】による 

フラッシュメモリ 

全領域 

○ ○ ○ × ○ － 

 

 

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに対する 

実行動作 

■Erase*２  □Erase  
■Erase*２ 

 
 

■Blank ■Blank □Blank  ■Blank  

  ■Program  ■Program  

  ■Read*１  ■Read*１  

      

備考 

 

 

 

 

 

＊１：デバイスファンクションＥ.Ｐ.Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行されるＶｅｒｉｆｙは、Ｓｕ

ｍＶｅｒｉｆｙ固定となります。 

 

＊ ２：デバイスファンクションＥｒａｓｅ及びＥ.Ｐ.Ｒ時に実行されるＥｒａｓｅは、チップイ

レースを行うモードとブロックイレースを行うモードがあります。 

セキュリティの解除を実行する場合はチップイレースを行う必要があります。 
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３．セキュリティ 

３－１．概要 

本マイコンにはフラッシュ・メモリのデータを不正アクセスなどから守るためのセキュリティ・フラグ

を設定する機能が有ります。 

本コントロールモジュールではＹＤＤファイルを使用することによりセキュリティを設定することが可

能となっております。 

 

３－２．ＹＤＤファイル 

ＹＤＤファイルはＳフォーマットに準拠したセキュリティ設定用ファイルになります。 

アドレス０に設定したいセキュリティバイトを設定することで、ＹＤＤファイルの内容がセキュリティ

データとして書き込まれます。 

セキュリティバイトの内容は以下のようになっております。 

 

Ｂｉｔ０，Ｂｉｔ１：ブロック消去保護。 

Ｂｉｔ２，Ｂｉｔ３：チップ消去保護。 

Ｂｉｔ４，Ｂｉｔ５：書込み保護。 

Ｂｉｔ６，Ｂｉｔ７：使用しません。 常に１をセットしてください。 

両方のＢｉｔが１にセットしてある場合動作許可、そうでない場合は動作禁止に設定されます。 

 

例  ブロック消去禁止、チップ消去、書込み許可の場合のＹＤＤファイル 

 

S30600000000FCFD 

S70500000000FA 

 

３－３．セキュリティ設定時の注意 

本コントロールモジュールではセキュリティバイトのチェックを行っており、標準状態におきましてチ

ップ消去禁止、及び書込み禁止は設定不可となっております。 

チップ消去禁止または書込み禁止を設定する場合は、ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ 

Ｄ４ 】にて Optを選択してください。 

 

セキュリティ情報はチップイレーズを行うことでクリア可能です。そのため、チップイレーズを禁止に

設定した場合セキュリティのクリアは不可能となります。 

 

３－４．セキュリティ設定においてエラーが発生した場合の動作 

セキュリティ情報の書き込みにおいてエラーが発生した場合、不正なセキュリティ情報によりチップイ

レーズ不可とならないようリセット再投入前にチップイレーズを実行いたします。
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４．ＦＮ８６９固有エラーと対処法 

４－１．固有エラーメッセージ一覧 

 下記の表はＦＮ８６９で出力される固有のエラー内容です。 

エラーメッセージ エラー内容／対処方法 

ERR-NO.1120 

YDD FILE NOT FOUND 

YDDファイルがみつかりません。 

YDD ファイルが DOS 領域に存在するか、または複数存在していないか

確認してください 

ERR-NO.1121 

YDD FILE OPEN ERR 

YDDファイルの読出しに失敗しました。 

ファイルが破損していないか、正しく読み出せるか確認して下さい。 

ERR-NO. 1122 

YDD FILE FORMAT ERR 

YDDファイルのフォーマットが間違っています。 

ファイルのフォーマットが正しいか確認してください。 

ERR-NO.1128 

WARNNING SECURITY SETTING 

ブロック消去禁止以外のセキュリティをセットしようとしています。 

YDDファイルの内容が正しいか確認してください。 

ブロック消去禁止以外のセキュリティを設定する場合はオペレーショ

ンモードを Optに設定してください。 

 

 

 

 本章に記載のない、標準のエラーに関する詳細は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマニ

ュアルをご参照ください。 
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５．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

５－１．信号一覧表 

 本コントロールモジュールをご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示します。 

 

マイコン信号名 
ＡＺ４６２：アダプタの 

標準信号名称(マイコン側) 
マイコン信号名 

 Ｎ．Ｃ １１ １ ＴＶｐｐ１  

ｎＲＳＴ ／ＴＲＥＳ １２ ( ２ ) Ｖｃｃ ＋５Ｖ電源 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 

(+5V) 
／ＴＩＣＳ０ (１３) ３ ＴＭＯＤＥ  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 

(+TVcc) 
／ＴＩＣＳ１ (１４) ４ ＴＶｃｃ Ｖｄｄ 

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 
ＷＤＴ (１５) ５ ＧＮＤ Ｖｓｓ 

 ＴＡＵＸ３ １６ ６ ＤＧＣＬＫ Ｘ１ 

 ＴＡＵＸ４ １７ ７ ＧＮＤ Ｖｓｓ 

 Ｎ．Ｃ １８ ８ Ｎ．Ｃ  

 Ｎ．Ｃ １９ ９ ＧＮＤ Ｖｓｓ 

Ｖｓｓ ＧＮＤ ２０ １０ ＤＧＤＡＴＡ Ｘ２ 

 

アダプタからマイコンへの信号線接続（ＦＮ８６９） 

 

        は、必ず接続頂く信号線です。 

  （  ）の信号については必要な時のみ接続してください。 

 

 注意：○も( )も付いていない信号線はターゲットに絶対接続しないで下さい。 
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５－２．代表的な接続例 

Model Connection to Target System  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 

 

※１：オプション機能 

※ ２：必ずプルアップ抵抗を接続してください。抵抗値は、1ＫΩ(推奨)～10ＫΩです。 

 

User System MegaNETIMPRESS AZ462 

μPD78F9210 

TVcc 

DGCLK 

DGDATA 

GND 

X1 

 
X2 

/TRES 

VDD GND 

WDT 

/TICS1 

AZ410Ａ 

（14） 

（15） 

（6） 

（10） 

（12） 

（4） 

（5,7,9,20） 

nRST 

Vcc 
（2） 

/TICS0 
（13） 

※１ 

※２ 

※３ 

3.3V 
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５－３．制御信号波形 

  

 
 マイコン側仕様 ライタ仕様 

 TPR   110ms (min) 

 T0 10ms (min)   

 T1 1μs (min)   

 T2 1μs (min)   

 T3 1μs (min)   

 T4 1μs (min)   

 T5 2ms (min)   

 T6 2μs (min)   

 TWRL   10ms (min) 

 TWRL2   100ms (min) 

 TRMS   60ms (min) 

 

 ※１： ”         ”は、HiZを示します。 

 ※２： オープンコレクタ出力です。 

 ※３： オプション機能 

 ← ※３ ※２ 

  

DGDATA 

/TRES 

WDT 

TRMS2 

TRLW2 

DGCLK 

※２ 

  

書き込みモード 

 ← ※３ 

※４ 

  

※４ 

  

TPR 
T0 

T1 T1 T1 T1 T1 T1 
T2 

T3 T3 T3 T3 
T4 

T5 
T6 

TWRL 



21 

 

① フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

この際フラッシュプログラマはリセット信号をアサート、ＷＤＴ信号（出力）から周期的なパルスが

出力されます。 

 

② フラッシュプログラマはターゲットマイコンを書き込みモードに引き込むため、リセット信号を 

設定します。 

 

③ プログラムコマンドの起動によって／ＴＩＣＳ１がアサートされ、フラッシュプログラム用の 

 通信チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時 

 フラッシュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切替えは必要ありません） 

 

④ プログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳとの通信

を始めます。通信は、あらかじめ設定されている、通信条件で通信を行います。 

 

⑤ プログラミング終了後、／ＴＩＣＳ１をネゲートします 

（／ＴＩＣＳ１ネゲート後も、ＷＤＴ信号（出力）から周期的なパルスが出力されつづけます） 
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５－４．プローブ 

 

ＦＮ８６９を使って、ユーザ･ターゲット上のフラッシュＲＯＭにデータを書き込むためには、 

ＡＺ４６２：専用アダプタが必要となります。（別売） 

このアダプタのご用命は、ＦＮ８６９ コントロールモジュールとあわせまして、弊社 

または、弊社代理店までご相談下さい。 

 

ＡＺ４６２：専用アダプタの接続につきましては、ＡＺ４６２インストラクション･マニュアルをご参照

下さい。 

 

＜ＡＺ４６２：ＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ←→単線ＵＡＲＴ信号変換、クロック供給アダプタ＞ 

ＡＺ４６２はＭｅｇａＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳの標準入出力信号を単線信号に変換します。 

また、プログラミングに必要なクロックの供給を行います。下図にＡＺ４６２の構成概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＺ４６２のユーザ･ターゲット側末端は、コネクタが付いていません。 

お客様のターゲット･システムにあわせて、コネクタを付けて頂く必要があります。 

 

 

Adapter 

MegaNETIMPRESS ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ ＡＺ４６２ 
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６．対象マイコン以外への適用 

－ パラメータテーブルの変更方法 － 

 

６－１．パラメータ変更（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードを使って） 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４．パラメータ設定 】に示すファンク

ションコマンドで規定されるパラメータ（ファンクションＤ１～ＤＦ）については、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥ

ＳＳのキーボード上で変更できます。 

 ターゲットシステムとの通信インタフェイスやご利用になるターゲットシステムの電源電圧などがこ

の範囲に入ります。 

 

＜ ご注意 ＞ 

 マイコン内に内蔵されるフラッシュメモリブロック構成など、設定事項が多岐にわたる対象マイコン 

自体の変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードからは行えません。 

 （別売のリモートコントローラ：ＡＺ４９０をご利用ください。） 

 本コントロールモジュールのパラメータを変更する場合は使用する全フォルダにおいて変更してくだ

さい。 

 

６－２．対象マイコンの変更（別売のリモートコントーローラを使って） 

 弊社では、ＰＣからＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをリモート制御するためのリモートコントローラ（ＡＺ４

９０）を別売しております。このリモートコントローラでは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのリモートコント

ロール機能のほかに、パラメータテーブルの設定、確認ができます。 

 リモートコントローラでは、パラメータテーブルを個々に設定する事ができ、変更可能なパラメータ

設定対象は、以下のパラメータが含まれます。 

 

① Device Type： 対象デバイス名称が設定できます 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ＬＣＤ上に表示される名称を変更できます 

② Flash Rom Area： 当該マイコンのフラッシュメモリ領域が設定できます 

③ Rom Block： フラッシュメモリのブロック構成をＲｏｍ Ｇｒｏｕｐ毎にスタート 

 アドレスとサイズを設定する事ができます 

 これにより、同一プロトコル・アルゴリズムを代表マイコン以外のマイコ 

 ンに対する対応が可能となります 

④ MCU Clock： ターゲットマイコン動作クロック周波数の設定ができます 

⑤ 通信インタフェイス：ターゲットシステムとの通信インタフェイスの設定ができます 

⑥ その他： その他のマイコンの固有設定情報を変更する事ができます 

 

 



24 

 

６－３．リモートコントローラによるパラメータの変更方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをＥＴＨＥＲＮＥＴケーブル（１

０ＢＡＳＥ－Ｔ）で接続します。 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

 パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で、リモートコントローラを動作させることで、

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールのパラメータテーブルを変更／確認する

ことができます。 

 リモートコントローラ（ＡＺ４９０）では、パラメータの一括ロード／セーブが行えます。 

 一括してセーブすることができますので、同系列の各種デリバディブマイコンへのパラメータテーブ

ル変更が容易に行うことができます。 

 また、この機能を使い、弊社ホームページよりダウンロードしたマイコンパックをコントロールモジ

ュールにロードすることが容易に行うことができます。 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET 
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７．定義体交換機能 

 

７－１．定義体交換機能概要 

 インプレスモジュールの機能として異系列の書き込み仕様をもつマイコンに対しても、コントロール

モジュールの交換なしに、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体のダウンロード機能を使用し

て、スピーディな段取りで行うことができます。 

 この定義体交換機能は、インプレスモジュールに定義体ライセンスを付加することにより、他の書き

込み仕様をもつマイコンに対応するインプレスモジュールに交換することができます。 

 定義体ライセンスは、弊社で販売しております。ご不明な点がございましたら、弊社または、代理店

にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ETHERNET 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

定義体ﾌｧｲﾙ(XXX.CM) 
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７－２．定義体交換方法 

 

 定義体ライセンスが付加された、インプレスモジュールをＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装された状態に

して、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体ダウンロード機能（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ画

面の、Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｍｏｄｕｌｅ Ｌｏａｄ ｔｏ ＨＤ機能）により、コントロールモジュールの定

義体交換を行います。（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体では、この機能はご利用できません） 

 定義体ライセンスをご購入時に、弊社より提供されたフロッピーディスクの中にある定義体ファイル

（ｘｘｘ．ＣＭ）をこの機能により、インプレスモジュールにダウンロードすることとなります。 
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８．コントロールモジュール作成手順 

 

８－１．作成要領 

      

①ライセンスファイル（＊．ｙｌｃ）より、ライセンスを追加します。 

ライセンスファイルをコンパクトフラッシュ内のルートに 

ただ１つだけ配置します。 

 “ＦＵＮＣ－ＡＦ”にてライセンスを追加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

FUNC

FUNC

FA

SET

SET

CM UNDEFINED
　/　　/FAF　　/
FAF/ADD LICENSE

[キー操作] [LCD表示]

CM UNDEFINED
　/　　/COPY　/

ライセンス追加実行
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②ＩＭＰＲＥＳＳ Ｍｏｄｕｌｅフォルダ（＊．ｙｉｍ）作成します。 

 “ＦＵＮＣ－Ｂ１”にて作成できます。 

 ＡＺ４９ｘをご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 “Ｃｒｅａｔｅ”をクリックすると下図画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フォルダ名を入力して、“ＯＫ”をクリックして下さい。 

 

 ※上記の画面はＦＮ８６９の画面ではありません。 
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③カレントＩＭＰＲＥＳＳ Ｍｏｄｕｌｅフォルダを設定します。 

 “ＦＵＮＣ－Ｂ０”にて設定できます。 

 ＡＺ４９ｘをご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “Ｓｅｌｅｃｔ”をクリックすると下図画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フォルダ名を入力して、“ＯＫ”をクリックして下さい。 

 

 ※上記の画面はＦＮ８６９の画面ではありません。 
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④コントロールモジュール（＊．ＣＭ）をダウンロードします。 

 ＡＺ４９ｘをご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ Ｌｏａｄ”をクリックすると 

下図画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロッピーディスク“Ｌｉｃｅｎｓｅ Ｐａｃｋ”内のＣＭファイルを選択して、 

“ＯＫ”をクリックして下さい。 

 ※上記の画面はＦＮ８６９の画面ではありません。 
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９．ご利用上の注意 

 

① 本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュー 

ルです。弊社、フラッシュマイコンプログラマ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズ）以外では 

ご使用にならないでください。 

 

② 本コントロールモジュールは指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利 

用ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシス 

テムを破壊する恐れがあります。 

 

③ コントロールモジュール（コンパクトフラッシュカード）は、絶対にイニシャライズ（フォーマ 

 ッティング）しないでください。 

イニシャライズされますと、コントロールモジュール内の定義体（コントロールプログラム）も消 

去されてしまいます。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、 

行わないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する恐

れがあります。 

 

⑤ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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